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全ての世代の健康生活に寄り添う製品開発 

 フットマーク株式会社は、1950 年に設立された赤ちゃんのおむつカバーの老舗。学童世代では水泳帽

やスクール水着で高いシェアを誇る。常に時代を先読みし、新事業を開拓する同社が介護領域に進出し、

大人用のおむつカバーが50年前に生まれた。新たな領域に参入するにあたっては、産学連携にも積極的

で、2000 年代には、正しい姿勢を意識づけすることを目的とする機能性スポーツインナーウェアを東京

大学の研究者と開発。2020 年から「健康創造企業」を掲げ、人々が健やかな生活を送るために必要な製

品開発を加速する。今回、帝京大学医学部附属病院泌尿器科 木村将貴医師と共同開発した紳士用尿失

禁トランクス「超・快トランクス」について、フットマークの三瓶芳社長、健康快互事業部の田中茂さ

んに話を伺った。 
 

 

機能と見た目を重視、 

紳士用尿失禁トランクスを開発 

 ぱっと見は普通のトランクスと変わらず、前面

のフラップ部分をずらすだけで排尿が可能という、

これまでにない紳士用尿失禁トランクス（ボクサ

ー型）が誕生した。幅 10cm 長さ 20cm 以内で薄い

タイプの使い捨てパッドを併用するため、外出先

でも取り替えやすい。約 1 年 4 ヶ月の共同開発期

間を経て、今年の 6 月から帝京大学医学部附属病

院内のコンビニで試験販売が始まった。サイズは

M、L、LL で展開する。試験販売は特別価格の

4,500円（税込）となる。 

 

 軽度な尿失禁に悩まされる男性は国内に約 900

万人いると推計される。従来の尿もれ対策が施さ

れているトランクスなど男性用下着は、吸水性の

布素材を縫い込んだタイプがほとんどで、軽度な

尿失禁であっても、終日、ベタベタした不快感や

匂いに悩まされる。前面にフラップがついていな

いタイプを着用すると、排尿でも下着を下さなけ

ればならないなど、外出先のトイレでも不便があ

る。自宅では汚れた下着を他の衣類と一緒に洗濯

するのは、家族が嫌がるなど、面倒が続く。「買

って後悔しました」と、多くの患者さんが口を揃

えるほど、男性用の尿失禁トランクスには解決す

べき課題が多いと、木村医師は指摘する。 

 

 こうした蒸れなどの不快感、滲みや匂いの心配

を取り除き、普通にトイレで用を足せて、洗濯に

も困らないという社会生活を送るため、解決すべ

き課題に取り組んだのが、今回、同社と木村医師

が共同開発した、使い捨てパッド対応の「超・快

トランクス」である。 

 

開発アイデアとノウハウがマッチした共同開発 

「超・快トランクス」の共同開発は、2016 年 12

月に開催された「東京都・板橋区 医工連携交流

会 in 帝京大学医学部附属病院」で、木村医師が

「既存の尿もれパンツを凌駕する新しい構造を有

した尿もれ対策パンツを製造することにより、尿

失禁で悩む患者の不満を解消したい」と提案し、

企業に協力を呼びかけたことに始まる。帝京大学

では、特許出願など企業との共同開発の準備を進

め、2019 年 1月に正式にフットマークと共同開発

のための契約を締結した。 

 

 フットマークが共同開発に関心を持ったのは、

10年以上前から自社で「吸収快男子」という前面

のパッド部分が開閉する、見た目は普通の綿

100％のボクサータイプのトランクスを販売して

きた実績があるからだ。長時間の移動やトイレの

少ない場所、ゴルフなど力が入る動作をする時な

ど、失禁の心配がある日に着用するというもので、

市販の紙パッドを併用すれば、より安心感が得ら

れるというメリットを打ち出してきた。木村医師

が考案するコンセプトと親和性も高い。ちょうど

新しいモデルを検討していたタイミングだったこ

ともあって、契約締結後は、試作品開発とフィー

ドバックのサイクルもスムーズに進んだ。 



 

 

 1stサンプルの試作が 2019 年 5 月末、2ndサン

プルが同年 11 月。その後、COVID-19 の感染拡大

により、部分的に生産をしていた中国からの仕入

れが間延びしたことにより、3rd サンプルが木村

医師の手元に届いたのは 2020 年 3 月のことだっ

た。この段階で、10数名の患者さんに配り、アン

ケートを実施した。 

 

「肌触りやフィット性を重視しました。尿失禁パ

ッドを装着しない時の肌触りにも気を配りました」

と、同社の田中さん。試作するごとに、陰茎を通

す穴の位置やトランクス前部の陰茎を収める空間

的スペースなどミリ単位での調整、防水加工の種

類選びや使用しているうちに形が崩れないような

布素材の組み合わせなど、改良を重ねた。その結

果、初代と試験販売のモデルを比べると、履き心

地も見た目も、一般のボクサー型トランクスと遜

色ないほどに進化を遂げた。 

 

米国留学中に芽生えた機能性下着開発への思い 

 2010年、米国留学中の木村医師は、ある医療施

設で精巣や陰嚢の手術を見学していた。この時、

手術の後で患者さんが履く特殊な下着に目が留ま

った。これが、術後の QOL に配慮された男性用下

着の開発に関心を持つきっかけになったという。

帰国後、木村医師が診る泌尿器科系疾患の患者さ

んから、何度となく言われる「少し漏れるんです

よね」という言葉も開発してみようかという心に

火をともした。こうして迎えたのが、2016年の医

工連携交流会だった。 

 

 排尿後、尿が残る状態の排尿後尿滴下の症状が

気になる人は、年齢を重ねるとともに増える。し

かしながら、わざわざ尿失禁用トランクスを買う

意識にはつながらない。既存製品の機能性と見た

目を変えることで、こうした意識と行動のギャッ

プを埋めるかの如く共同開発から生まれた「超・

快トランクス」は、フットマークの「吸収快男子」

より若い世代を意識したデザインに仕上がってい

る。「尿もれは加齢に伴う現象ですが、プライド

が邪魔をして失禁ケア製品には手が出しにくいも

のです。このタブーを変えていきたい。高齢者が

多い社会だからこそ、下着に対する価値観が変わ

っていくのはごく自然なことです。心身ともに健

やかに暮らせる場面で私たちはお役に立ちたい」

と話す三瓶社長に熱がこもる。 

 

 

泌尿器系の手術後のリハビリへの応用を期待 

 軽度な尿失禁や排尿後尿滴下の他にも応用の可

能性がある。泌尿器系の手術の後では、紙おむつ

をするケースがある。手術後、何ヶ月経っても排

尿時の不安が拭えず、軽度の尿失禁であっても紙

おむつを手放せない患者さんがいるという。紙お

むつを使えば 1 ヶ月に 5,000円〜6,000円の費用

がかかるため、節約と普通の下着に戻る間のリハ

ビリとしても「超・快トランクス」は役立てても

らえるのではないかと木村医師は話す。 

 

 また、排尿に支障をきたし、尿道カテーテルを

使う患者さんは毎月尿道カテーテルを交換する必

要がある。紙おむつを着用している場合は、紙お

むつを下げる必要があるのだが、「超・快トラン

クス」であれば、トランクス前面のフラップを開

けば交換できる。 

 

 今後の展開として、フットマークでは、オンラ

イン販売や量販店での販売を検討する。販売を通

じて、人々が目にする機会が増えれば、失禁ケア

の認知は広がるであろうことにも期待を寄せる。

COVID-19により営業活動が制限されたことが、同

社が「これまで以上に社会に必要とされる企業を

目指す」きっかけとなり、2020年に「健康創造企

業」と掲げた。人々が声を上げにくい領域にも光

を当てて新たな製品開発に挑む。同社にとって

「超・快トランクス」は、それを象徴する製品の

一つとなる。 

（取材日 2021 年 6月 21日） 
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